
⑫ キャベツを植えよう 

結球開始まで追肥を 
 キャベツは，ビタミンＣ，Ａ，Ｋやカルシウムなどを含み，栄養的に優れた野菜です。

生食や煮たり，妙めたりといろんな料理に使え，家庭での常備野菜の一つです。 

 秋から冬の栽培が中心ですが，春まきで初夏に収穫する栽培も可能です。春まきの注

意点は，できるだけとう立ちしにくい品種（晩抽性）を選ぶことが大事です。最近は小

型の品種もでているので，プランターでも栽培できます。 

 

 ①プランター 一般的なプランターより少し大きめのプランターが良いです。深さが

３０㌢ぐらいあるものが良いでしょう。 

②培養土 排水が良く，有機物を多く含む土

が良いです。自分で配合する場合の例として，赤玉土７

割，腐葉土２割，バーミキュライト１割を混合して使い

ます。市販の野菜用培養土を利用するのが手軽です。 

 ③肥料 培養土１０㍑に対し，堆肥２００㌘，化成肥

料１０㌘，あと酸性土壌を嫌いますので苦土石灰１０㌘

を土とよく混合して使います。 

 ④種まき・苗の選び方 種をまいて育てるときは，９

㌢程度のポリ鉢に１カ所に付き３，４個ほどくぼみを作

り，そこに種を播きます。軽く覆土し，たっぷりと水を

与えて発芽するまでは表面が乾かない程度に水をやりま

す。芽がでたら３本に間引き，本葉が２枚頃２本に，本

葉が３，４枚頃１本にします。購入苗を植える場合は本

葉が５，６枚程度の徒長していないしっかりしている苗

を選びます。 

 ⑤植え付け 苗を３０～４０㌢間隔で，子葉が隠れて

しまわないよう探植えに注意し，根鉢の表面と用土が同

じ高さになるように植えましょう。 

 ⑥追肥 苗の植え付けから３週間たった頃に１回目

の追肥をします。２回目の追肥は６週間たった頃にしま

しょう。追肥は結球が始まる前までは与えて肥料切れに

ならないようにしましょう。遅れると球は大きぐなりま

せん。 

 ⑦病害虫防除，保温 害虫が多く，シンクイムシ，ヨトウムシ，アオムシなどがつきやすいの

で，見つけ次第捕殺してください。１㍉目以下の目合いの防虫ネットなどで，プランター全体を

覆うようにするとよいでしょう。 

 ⑧収穫 球を上から触ってみて，よくしまっていたら収穫です。遅れると裂球するので気をつ

けましょう。 
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